
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 北都保健福祉専門学校 
設置者名 学校法人 稲積学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

専門課程 

理学療法学科 
夜 ・

通信 
１５単位 １２単位  

 
夜 ・

通信 
   

専門課程 

作業療法学科 
夜 ・

通信 
１５単位 １２単位  

 
夜 ・

通信 
   

専門課程 

看護学科 
夜 ・

通信 
１２単位 ９単位  

 
夜 ・

通信 
   

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

学校ホームページ  https://hokuho.ac.jp/information-disclosure/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 北都保健福祉専門学校 
設置者名 学校法人 稲積学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学校ホームページ  https://hokuho.ac.jp/information-disclosure/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 現職（会社役員） 
令和 7 年５月３０日～ 

令和 11 年５月２９日 
   財務関係 

非常勤 現職（弁護士） 
令和７年５月３０日～ 

令和 11 年５月２９日 
   労務関係 

（備考）  
  

 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 北都保健福祉専門学校 

設置者名 学校法人 稲積学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

関係法令を遵守しながら、学生の実態・就職施設(病院等)の要望を把握し、教育課

程編成委員会で外部委員との意見交換を行う中で、カリキュラム改善に関する意見

を取り入れている。                                              

それらの意見を基に学科会議及び学科長会議の議を経て、最終的なカリキュラムに

反映させている。年度末までに、次年度のシラバスとして公表している。                        

シラバスには、担当教員名・対象学年・開講時期・単位(時間)数・授業の概要・到

達目標・各回の履修主題及び履修内容・授業形式・成績評価の方法、基準、教科書

(または参考書)を簡潔明瞭に記載している。                  

新入生及び在校生に対しては、年度当初にシラバスを冊子体で配付している。  

さらに、ホームページにて各種情報の更新時期(例年 6月中)に合わせて公表し、周

知徹底を図っている。                            

学生が、授業の時間割や連絡事項等を学内掲示板のみならず、スマホ・パソコン等

により学外からも確認できるシステムを採用している。 

授業計画書の公表方法 学校ホームページ https://hokuho.ac.jp/information-disclosure/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学生が各科目シラバス及び学則、履修規程に基づき履修した学習成果の評価（成績

評価）は、学則第 25条並びに履修規程第 4条の評価基準に基づき、厳格かつ適正に

行っている。                                

成績評価については、年度当初に学則及び履修規程に従った方法により実施するこ

とを学生に説明し、年度末に開催する学科会議(または稟議書)を経て、単位認定(ま

たは履修認定)を実施している。                       

学習意欲の把握は、日々の受講姿勢(授業中の態度)や出席状況により判断し、何等

かの問題がある学生に対しては、早期に改善指導を実施している。また、必要に応

じて保護者へ速やかに状況を報告している。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価は、秀・優・良・可・不可とし、秀は 90点以上、優は 80点以上、良は

70点以上、可は 60点以上、不可は 60点未満としている。           

不可は不合格とする。再試験では、60点以上を合格として、可と評価している。  

学生個々の成績状況については、当該学生の総平均点を算出しており、学科ごと順

位も合わせて記載している。                        

出席状況・成績一覧表を作成し、個別面談により本人及び保護者（保証人）へ通知

している。 全学科全学年について成績点数の分布図を作成し、シラバスと共に公開

している。                                

この分布図から得られる成績状況を各学科教員全員が共有して、今後の教育改善等

に向けての対策の検討材料としている。                    

また、学内規程に従い、前年度の成績上位者の中から各クラスから 1名を成績最優

秀者として年度初めに学内選考し、表彰している。  

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

 

学校ホームページ  https://hokuho.ac.jp/information-disclosure/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業認定は学則第 31条及び履修規程第 13条に従い、実施している。     

学則別表 1に定める全ての科目について履修を完了し単位取得することを、卒業認

定の条件としている。                            

理学療法学科・作業療法学科は指定規則改正に伴う教育課程(カリキュラム)の変更

が令和 2年度に実施され、令和 5年度から全学年が新カリキュラムの適用となって

いる。                                   

看護学科(修業年限 3年)は令和 4年度より新カリキュラムとなり、令和 6年度から

全学年が新カリキュラムの適用となっている。                 

理学・作業療法学科の卒業生には高度専門士の称号が付与され、大学院への受験資

格が得られる。 看護学科の卒業生には専門士の称号が付与され、保健師・助産師学

校の受験資格が得られる。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

 

学校ホームページ  https://hokuho.ac.jp/information-disclosure/ 

 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 北都保健福祉専門学校 

設置者名 学校法人 稲積学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 

学校ホームページ  

 https://hokuho.ac.jp/information-disclosure/ 

収支計算書又は損益計算書 
財産目録 
事業報告書 
監事による監査報告（書） 

 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 理学療法学科  〇 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

４年 

 

 

 

昼間 新カリ 3.435 時間／111単位 

旧カリ 3.405 時間／110単位 

新カリ 

1.710 時

間 /71 単

位 

単位時間

/単位 

新カリ

1.725 時

間/40 単

位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

新カリ  3.435 時間／111 単位 

旧カリ  3.405 時間／110 単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

160人 115人 0人 6人 72人 78人 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）関係法令を遵守してカリキュラム編成を基本として、基礎分野・専門基礎分野・

専門分野を設定している。 授業方法は、講義・演習等を実施し、臨床実習は病院・施設

等で実施している。 年度ごと、科目の試験結果と担当講師の評価を踏まえシラバスを確

認し、 適切に修正・変更を実施している。  

成績評価の基準・方法 

（概要）当該科目の出席時間数・シラバスに記載している評価方法を用いて評価してい

る。 成績評価は、秀・優・良・可・不可とし、秀は 90点以上、優は 80点以上、良は 70

点以上、可は 6 0点 以上、不可は 60点未満とし、不可を不合格とする。  

再試験合格は可（60点）として評価する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業認定は、学則第 31条に基づき実施している。すべての授業科目を履修し、

単位を修得している者について、学科会議の議を経て行う。 進級認定は、履修規程第 12

条に基づき実施している。 



  

学修支援等 

（概要）成績不良者に対しては学習方法や未修得分野の確認を行い、学生個々に適切に対

応している。 また、社会性に問題がある等の学生には早期に教員との面談を通じて問題

の確認と対応を話し合い、対人関係の構築方法を学んでもらう指導を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 16人 

（100％） 

0人 

（0％） 

16人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

  病院・クリニック・介護老人保健施設 

（就職指導内容） 
  本校に寄せられる求人票に基づき、学生が希望する病院、施設等の情報等を提供するなど、 

適切なアドバイスを行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

  理学療法士免許取得（国家資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  105人 9人  8.6％ 

（中途退学の主な理由）学習意欲の低下や極度の学業不振のため、進路変更をした。中には、元々

理学療法士を目指していなかったことが進路変更の一因となったケースもあった。 

（中退防止・中退者支援のための取組）学業不振者の中には、学習支援により退学を回避で

きたケースもあり、個別指導・三者面談等を早期に実施している。 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 作業療法学科  〇 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

４年 

 

 

昼間 
 

3.945 時間／122 単位 

1.845 時

間/75 単

位 

単位時間

/単位 

2.100 時

間/47 単

位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3.945 時間／122 単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 40人 0人 6人 80人 86人 

 

 



  

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）関係法令を遵守したカリキュラム編成を基本として、基礎分野・専門基礎分

野・専門分野・作業療法学演習を設定している。 授業方法としては、講義・演習等を

実施し、臨床実習は学外の病院・施設等で実施している。 年度ごと、科目の試験結果

と担当講師の評価を踏まえシラバスを確認し、適切に修正・変更を実施している。 

成績評価の基準・方法 

（概要）当該科目の出席時間数・シラバスに記載している評価方法を用いて評価して

いる。 成績評価は、秀・優・良・可・不可とし、秀は 90点以上、優は 80点以上、良

は 70 点以上、可は 60 点以上、不可は 60点未満とし、不可を不合格とする。 再試験

合格は可（60点）として評価する。  

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業認定は、学則第 31条に基づき実施している。すべての授業科目を履修

し、単位を修得しているものについて、学科会議の議を経て行う。 進級認定は、履

修規程第 12 条に基づき実施している 。 

学修支援等 

（概要）成績不良者や学習態度不良者に対しては、個別面談等を実施し原因の解明や

解決方法へのサポートを行っている。また、学科教員間で学生情報の共有や学校長へ

報告し、必要に応じて保護者との面談や学生に対する補講等を行っている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 8人 

（100％） 

0人 

（0％） 

8人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

  病院・介護老人保健施設 

（就職指導内容） 
  本校に寄せられる求人票に基づき、学生が希望する病院、施設等の情報等を提供するなど、 

適切なアドバイスを行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
 作業療法士免許取得(国家資格) 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  42人 2人  4.8％ 

（中途退学の主な理由） 

学習意欲の低下による学業不振により進路変更をした。 



  

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学業不振や対人関係トラブル等による退学は回避できるように個別指導・三者面談等

を丁寧に行っている。 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 看護学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

 

 

昼間 
 

2.910 時間／102 単位 

1.980 時

間/79 単

位 

単位時

間/単位 

930 時間

/23 単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2.910 時間／102 単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 105人 0人 8人 101人 109人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）関係法令を遵守してカリキュラム編成をしている。基礎分野・専門基礎分野・専

門分野を設定している。 授業方法は、講義・演習等を実施している。科目試験結果と授業

評価・担当講師による評価を踏まえシラバスを確認し、必要時に修正を実施している。 

臨地実習は、病院・訪問看護ステーション・福祉施設・教育機関等、看護師の活動の

広がりに合わせて構築している。 

成績評価の基準・方法 

（概要）当該科目の出席時間数・シラバスに記載している評価方法を用いて評価している。 

成績評価は、秀・優・良・可・不可とし、秀９０点以上、優８０点以上、良７０点以上、

可６０点 以上、不可を６０点未満とし、不可を不合格とする。 

不合格の際には、再試験を行う。なお、再試合格は可６０点として評価する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業認定は、学則第３１条に基づき実施している。すべての授業科目を履修

し、単位を修得している者について、学科会議の議を経て行う。進級認定は、履修規

定第１２条に基づき実施している。1 年次の最低年間履修単位４０単位を修得した者

について２年次進級とし、２年次から３年次へ進級するためには、１・２年次に開講

している全ての科目の単位を修得することとする。 

学修支援等 

（概要）成績不良者への個別指導、自主学習・自主技術練習の推奨ならびに支援を実

施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 37人 

（100％） 

1人 

（2.7％） 

35人 

（94.6％） 

1人 

（2.7％） 

（主な就職、業界等） 

  病院 



  

（就職指導内容） 

進路希望アンケートを行い、学生面談により、就職活動の支援を実施している。学内

での就職説明会を実施し、病院の職場環境や特徴を説明し、本校出身者で就職している

先輩学生を紹介することも行っている。また、必要に応じて奨学金等の紹介を行いなが

ら、入学から卒業までの期間に、安心して学習に取り組めるよう様々な支援をしている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

  看護師免許取得（国家資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  109人 7人  6.4％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更（意欲喪失） 

体調不良 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

・個別面談 

・家族との連携およびフォロー 

・個別の学習支援等 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

理学療法学科 300.000 円 900.000 円 400.000 円 

その他の内訳 実験実習費 200.000 

       施設設備費 100.000 

       施設維持費 100.000 

作業療法学科 300.000 円 900.000 円 400.000 円 

その他の内訳 実験実習費 200.000 

       施設設備費 100.000 

       施設維持費 100.000 

看護学科 

        

200.000 円 

        

        

   750.000 円 

        

         

    250.000円 

         

その他の内訳 実験実習費 150.000 

       施設設備費 50.000 

       施設維持費 50.000 

修学支援（任意記載事項） 

独自の報奨金制度 

１）各種推薦入学者サポート制度：各種推薦受験者が入学する場合、入学初年度前期授業料を一部免除する。 

２）子弟入学制度：入学者の親・兄弟姉妹が本校の卒業生もしくは在校生である場合、入学金を一部免除する。 

３）同時入学制度：子または兄弟姉妹が同時入学した場合、どちらか一人分の入学金を一部免除する。 

４）成績優秀者の報奨制度：１年間を通じて全科目が優秀な成績であり、かつ性行が模範的である者には、授業料を

一部免除または報奨金を支給する。 

 

 

 

 

 

 



  

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
学校ホームページ  

 https://hokuho.ac.jp/information-disclosure/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

本校卒業生(理学療法学科、作業療法学科、看護学科)及び地域関係者各 1 名、更には

学識経験者 1 名の計６名からなる学校関係者評価委員会に諮っている。本校の教育理

念、目的、人材育成、学校運営、学生教育全般を含めた 59の小項目に関して自己点検・

自己評価書を実施して、さらに、学生アンケート、保護者アンケート、財務報告書、事

業報告書等の資料に基づき、提言または改善事項等の意見を頂き、学校関係者による

評価書が取りまとめられ、これらすべてを公表している。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 
旭川地区保護司会理事 

NPO 法人旭川文学資料友の会事務局長 
令和 5 年 4 月 1 日～ 

令和 8 年 3 月 31 日 

地域等委員 

独立行政法人旭川医療センター 令和 5 年 4 月 1 日～ 

令和 8 年 3 月 31 日 

卒業生（看護師） 

旭川市立大学・短期大学部 令和 5 年 4 月 1 日～ 

令和 8 年 3 月 31 日 

学校等委員 

道北勤医協一条通病院 令和 5 年 4 月 1 日～ 

令和 8 年 3 月 31 日 

病院等委員 

卒業生（理学療法士） 

旭川脳神経外科循環器内科病院 令和 5 年 4 月 1 日～ 

令和 8 年 3 月 31 日 

病院等委員 

卒業生（作業療法士） 

医療法人社団歓生会豊岡中央病院 令和 6 年 8 月 1 日～ 

令和 8 年 3 月 31 日 

病院等委員 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
学校ホームページ  

 https://hokuho.ac.jp/information-disclosure/ 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

理学療法学科および作業療法学科は一般社団法人リハビリテーション教育評価機構による

認定評価を受けている。     【有効期間 2023年 4 月 1 日～2028 年 3 月 31 日】 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
学校ホームページ  

 https://hokuho.ac.jp/information-disclosure/ 

 


